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研究成果の概要（和文）：2015年日本の水俣病の教訓を踏まえ水銀に関する『水銀に関する水俣条約』は水銀の
ライフサイクル全体のリスク管理を目的とした”Global EnvironmentalFacility”と協働し、開発途上国の条約
実施への支援をしている。特にアジア太平洋水銀モニタリングネットワーク””水銀マイナスプログラム”はア
ジア開発途上国のGEFの支援をしている。本研究はインドネシア共和国Nusa Tenggara州西スンバワ地域の水銀汚
染問題に着目し1.伝統的金採掘周辺住民の水銀汚染からの健康被害の回避 2.水銀を利用しない金採掘法の開発 
3.水銀汚染環境資源の修復 4.安心安全な生活形成をすることである。

研究成果の概要（英文）：The background of this research is the " the MINAMATA Convention on Mercury
 " concerning mercury from Minamata Disease in Japan in 2015 is a "Global Environmental Facility" 
aimed at risk management of the mercury's entire life cycle, and are implementing support for the 
implementation of treaties of developing countries.In particular, these are "Asia-Pacific Mercury 
Monitoring Network" and "Moya Initiative for Networking Assessment and Strengthening" supporting GEF
 in Asian developing countries.
In accordance with it, this research focused on mercury problems occurring in many areas of 
Indonesia, and was to research the reduction of mercury use, avoidance of health damage and recovery
 of contaminated environment. The research are as follows: 1.To avoid health hazards from mercury in
 residents of Artisanal Gold Mining  sites.2.To develop a method without using mercury.3.To purify 
and recover environmentalresources contaminated with mercury.4.To make a system for safe and secure 
living.

研究分野： 環境政策・環境社会システム

キーワード： インドネシア共和国Nusa Tenggara州　水銀条約　伝統的小規模金採掘法　環境汚染　環境回復　健康被
害　安心安全な生活
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１．研究開始当初の背景 
1999 年世界銀行貧困対策会議で「有効な

Small Scale Mining の管理」の本格的な議論が
開始された。Small Scale Mining の管理は世界
的規模での環境問題であるが、プロジェクト
として対策が実施に至ったことがなかった。
その実施に至らない点は、開発途上国各地域
の実情やニーズの把握が困難な点にあった。
2015 年「水銀に関する水俣条約」は、水俣病
の教訓を踏まえて、水銀のライフサイクル全
体のリスク管理をすることを目的とした。地
球環境ファシリティ(GEF:Global 
Environmental Facility)と協働し、実質発展途
上国の条約実施への支援となる。特に 2015
年「アジア太平洋水銀モニタリングネットワ
ー(APMMN:Asia-Pacific Mercury Monitoring 
Network)や「水銀マイナスプログラム
(MINAS:Moyai Initiative for Networking 
Assessment and Strengthening)」がアジアの開
発途上国の GEF の支援をしていく。 
この方針に従い、本研究は、水銀汚染問題

に直面している第三国を支援するために、水
銀利用の削減、影響評価、健康被害回避と環
境修復を進めるに至った。 
開発途上国が多く抱えている稀少性鉱物

資源開発時の環境破壊や汚染は原材料調達
の産業・貿易、保護区内外の無差別採掘にま
で影響が拡大している。将来この点は、多方
面にわたりパートナーシップを通して各国
及び地球規模で安全な持続可能な稀少性資
源開発に向けた不可欠な社会的目標である。 

 
２．研究の目的 
 伝統的小規模金鉱石採掘時に、水銀を利用
しているため 
①自然環境への影響と環境汚染からの修復
の究明  
②持続可能な安全・安心な職と食生活を形成
するための方策・地域産業発展の２側面のア
プローチから現地調査を実施する。従って、
インドネシアからの水銀総排出量の削減を
目標とする。 
 
３．研究の方法 
(1)調査地域：インドネシア共和国・西ヌサ・
トウンガラ州西スンバワ地域 
 
 
 図 1 調査対象地域への移動経路 

 
図 2 調査対象地域 
 

 
調査は、西スンバワ地域の Seran 地域 
自然環境：河川、土壌、湖水、水生植物、動
物の排泄物、魚類 
 
(2)カウンターパートナー：インドネシア国立
ガジャマダ大学 
 
(3)調査内容 
①河川流域の環境汚染状況の調査 
川底を中心として試料採取。水質汚染調
査・周辺環境への影響調査。 
・汚染土壌の調査・環境への影響調査 
居住地域で金を抽出するためにドラムで水
銀と土壌を混合し(図 3)、アマルガムを加熱
して金を抽出。 
 
図 3 ゴロンドン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・分離処理、抽出後水銀を含んだ土壌は未
処理のまま山積放置し、また汚染水は流出
している(図 4)。土壌採取や汚染の範囲を調
査 
 
図 4 汚染水の流出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



・河岸の生態系の影響調査 
②安全・安心な住生活環境の形成  
・伝統的金抽出時に水銀を利用しない方法の
開発と運用方法 
・汚染土壌などの回復や浄化作業にファイト
レメディエーションを利用する。 
 
図 5 ヌサ・ドゥンガラ州 Setelik 町 Seran 村の調
査ポイント 
 

 
③西スンバワ地域出生数と異常乳児出生数 
本研究の特色でもある乳幼児の出生について
である。日本では水俣病認定患者は成人である
が、「水銀に関する水俣条約」の前文によると被
害を受けやすい女性、児童に焦点をあて現地
医師と共同で調査を実施している。表 1 は 2014
年、2015 年西スンバワの出生数と異常乳幼児に
ついてである。水痘症の乳幼児が増加してい
る。 
 
表 1 2014-2015 年 西スンバワ地域出生数と
異常乳児出生数 
  2014 年 2015 年 

（1 月～9 月） 
出生数 330 人 213 人 
異常乳児 5 人  (1%) 

男 4、女 1 
11 人   (5%) 

第 2 子 第 2 子 
症状／ 
異常部位 

死亡 
頭部・腹部 

 － 
頭部・腹部  

母親年齢 32～34 歳 32～34 歳 
異常乳児 
多い地域 

Sapugara Sapugara 
Brang Rhea 

(出典：2015 年 7-10 月西スンバワ地域 9 診療
所と総合病院への聞き取り調査による) 
 
４．研究成果 
特に、「水銀に関する水俣条約」の目的(第

1条)は、水銀及び水銀化合物の人為的な排出
及び放出から人の健康及び環境を保護するこ
とである。締結国間では、「水銀が長距離に
わたる大気の移動（＝越境汚染）、人為的に

環境にもたらされた場合の残留性、生態系に
おける生物蓄積性並びに人の健康及び環境へ
の重大な悪影響を理由として、世界的に懸念
される化学物質であること」と認識している。
また、「被害を受けやすい人々、特に女性、
児童並びに女性及び児童を介した将来の世代
の水銀への曝露により、特に、開発途上国に
おいて生ずる健康上の懸念」を認識している。 
「水銀の食物連鎖による蓄積及び伝統的な

食品の汚染による北極の生態系及び先住民の
社会に特有の脆弱生に留意し、並びに先住民
の社会についてより一般的に水銀の影響に関
して認識している。 
この点から、水俣病の重要な教訓である水

銀による汚染から生じる健康被害と環境汚染
への影響、水銀の管理、水俣病発生にならな
いような使用方法について確認項目を設定し
ている。加えて、国際連合持続可能な開発会
議、世界保健機関組織の発動、多国間協定に
ついても認識している。 
本研究成果により、植生利用による水銀土

壌汚染の回復浄化、汚染水の回復、土壌浄化
後の栽培植物はバイオ燃料、伝統的金採掘時
に水銀を使用しない方法の開発が展開でき
た。 
将来のインドネシアからの水銀総排出量

削減に寄与することができる。 
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